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学校指導課長  森 秀輔 
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学校指導課課長補佐 掛橋賢議 

生涯学習課課長補佐 田代磯政 

学校教育課教育総務係長 野中康伸 

６ 傍聴人   なし 

７ 議事日程  別紙のとおり 
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定 例 教 育 委 員 会 議 事 日 程

令和３年６月２日（水）１４時００分

１ 令和３年４月定例教育委員会の議事録の承認

 令和３年５月定例教育委員会の議事録の承認

２ 報告事項

（１）令和３年６月学校教育行事及び社会教育施設行事について

（２）中間市いじめ防止基本方針の改定について

（３）第３回中間市学校施設再編基本計画策定委員会の開催日時等について

（４）市長・市議会議員選挙及び令和３年６月定例市議会について

（５）聖火点火セレモニーについて

３ 協議事項

（１）令和３年７月定例教育委員会の日程について

  ４ 議決事項

第 ２４ 号議案 中間市教育委員会点検評価委員会委員の委嘱について

第 ２５ 号議案 中間市学校運営協議会委員の任命について
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［開会時刻：１４時００分］

船津教育部長

片平教育長

教育委員

片平教育長

森学校教育課

長

令和３年６月定例教育委員会を開催いたします。 

まず、令和３年４月定例教育委員会の議事録と併せまして、５月の定

例教育委員会の議事録の承認をお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

≪承認≫ 

承認ということで進めさせていただきます。 

報告事項に入ります。 

まず、令和３年６月学校教育行事及び社会教育施設行事について、学

校教育行事から説明をお願いします。森課長、お願いします。 

６月の学校教育行事について、ご説明いたします。最初に、共通行事に

ついてです。

２日と２２日にミドルリーダー養成講座が行われます。これは教育セン

ターで行われるもので、２日の学校経営参画の講座は、東小学校・中間

小学校からそれぞれ２名の教員が、それから２２日の特別支援教育にか

かる講座は、東小学校から１名、学びのアップデートの講座は、中間中

学校・南中学校からそれぞれ１名ずつの教員が参加します。

７日の授業力ステップアップ講座、これは教育事務所主催の講座になり

ますが、これについても市内から４名の教員が自らの希望で参加するこ

とになっております。

福岡県道徳教育地域指導者研修会は東小学校から１名の教員が希望して

参加します。市内の各学校の教員が、大変意欲的に研修に参加をしてい

ます。

１５日は福岡県学力調査が行われます。これは対象が小学校５年生、中

学校１・２年生となっています。次年度の全国学力学習状況調査に向け

た実情の把握、それから今後の取組の改善の為に行われるものでござい

ます。

２２日に教頭特別支援教育研修会が行われますが、これはコロナ禍を

受けて、動画視聴という形で開催されます。 

２５日の小中合同授業力向上研修会ですが、この研修会は学校指導課の

所管研修です。市内で授業力の高い教師の公開授業を参観し、『わかる
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授業』づくりについて協議することで、より質の高い授業を広げてい

こうというものでございます。対象は、小中学校教務主任、小学校研

究主任、授業が国語科でございますので、中学校国語科教員が参加を

いたします。公開授業については、東小学校の山隈教諭の授業を参観

することになっております。ただし、感染状況等がございますので、

人数も多いために実施方法については検討しているところでございま

す。

３０日には、これも学校指導課所管研修ですが、中間市初任者研修の中

の人権教育研修、それから中間市在職１年教員人権教育研修、これは合

同の研修になりますが、実施をします。

続いて、各学校の行事です。 

底井野小学校では、２５日漢字検定が行われます。これは底井野小学校

独自の漢字力定着のための取組で年間３回実施され、第１回目です。

東小学校では、５年ＳＧタイムというのが、５回ほど予定されています

が、これは５年生を対象とした習熟度別学習指導となっています。福岡

県学力調査が行われますので、それを子供たちの１つの目標として集中

して取り組んでいこうとするものでございます。

中間小学校では、１１日に、雪印メグミルク出前授業が行われます。こ

れは雪印の事業を活用し１年生を対象に食についての学習指導を行うと

いうものでございます。それから２３日の交通安全教室は折尾警察署の

協力を得て行われるということです。

北小学校では、５日に北校区での防災訓練が予定されていました。これ

についてはコロナ禍を受けて規模を縮小し、授業参観等も合わせて行う

予定でしたが、今回は取り止めて、３時間の通常授業を行うということ

で、防災については改めて計画をされるということです。

南小学校では、１０・２４・３０日に世界遺産キッズアカデミー講座が

入っています。これは、県と北九州市と中間市、大牟田市の連携事業で

ありまして、それぞれの市から１校ずつ参加して各地域の明治の産業革

命遺産について、オンラインで一緒に学ぶというものでございます。こ

の３回の講座のあと、１１月１８日に合同の学習発表会が行われる予定

ということです。

中間中学校では、１１～１７日まで、ＮＳタイムという時間が設定され

ています。これは、中間中学校の定期考査前に行われる取組として、定

期考査のポイントとなる部分について重点的に学習する時間として設定

されております。

また南中学校では、４～５日に修学旅行が予定されていました。昨年度、
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片平教育長

衛藤教育委員

片平教育長

森学校指導課

長

２年生で行けなかった行事の延期分でしたが、今回緊急事態宣言の延長

を受け、７月に延期し日帰りで実施するということで、また修正をされ

ております。以上です。

ただいま学校教育行事について説明がございましたが、それにつきまし

て、ご意見、ご質問等はございませんでしょうか。衛藤教育委員お願い

します。

３０日の中間市初任者研修会と在職１年目教員研修会です。定例教育委

員会の中で、本年度の初任者につきましては、中学校が７名、小学校が

７名ということで１４名入っているということを聞いておりますし、昨

年度は、小中併せて８名の職員が初任者として入っています。その方が

今年１年目ということになると、合計で全員参加すれば２２名というこ

とですが、その２２名が一緒になって人権教育の研修をされるとなると、

コロナの関係で配慮されているとは思います。どのように配慮されてい

るのかお尋ねします。

それから、北小学校の１７日の性の健康と権利に関する教育、これにつ

きましてはどのような内容で対象学年はどの学年か、そしてどこが計画

され、主幹はどこなのかということをお尋ねします。

また、南小学校の世界遺産キッズアカデミー講座の対象学年等が分かり

ましたら教えていただきたいです。

最後に底井野小学校と北小学校が家庭学習強化週間というのを設けてい

ます。私が理解している分は、中学校の期末考査の期間中に小中合わせ

て家庭学習の習慣化を身に付けようということで、小学校も家庭学習強

化週間を設けると、総合教育会議の中で説明をいただきましたが、今回

は入っていないので、コロナ禍を考慮されてなのか、何らかの理由があ

ってのことだろうと思いますので、もしそのことがお分かりになってい

たら、教えていただきたいです。以上です。

ただいま衛藤教育委員から、４点ご質問がございましたが、それについ

て、森課長回答をお願いします。

３０日の人権教育研修でございますが、在職１年人権教育研修会の対象

者は、本市の学校での勤務が１年目の教員になっております。昨年度の

初任者は昨年度すでに受講しております。今回の参加人数は、初任者研

修と在職１年人権教育研修合わせて２７名となっております。これにつ
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片平教育長

米満生涯学習

課長

片平教育長

衛藤教育委員

いては、会議室を２部屋つなげて確保しています。定員８０名に対して

２７名が受講ということで、定員の５０％以下で、換気を十分に行いな

がら、間隔を十分にとって行うように計画をしております。

続きまして、北小学校の１７日、性の健康と権利に関する教育について

ですが、これは福岡県教育委員会の事業を受けて、講師を派遣していた

だき実施するとのことです。対象学年は５・６年生で、性に関する捉え

方とか男女の社会的な立場であるとか、それからそれぞれの特性等につ

いて学ぶ機会として設定されております。

それから、南小学校の世界遺産のキッズアカデミー講座ですが、対象学

年は５年生となっております。今回の各説明を聞いて、それから調べ学

習等を行って、１１月に発表を行うという流れで、全てオンラインで行

われるということです。

最後に、家庭学習強化週間についてです。これは、期末考査に合わせて

各中学校区で実施されるものですが、東小学校、中間小学校、南小学校、

西小学校については、２学期と３学期の２回計画と当初からなっており

ます。底井野小と北小学校については、年間３回、各学期１回ずつとい

うことで、そもそも計画回数が違っておりまして、このようになってお

ります。以上です。

他にございませんでしょうか。 

それでは、社会教育施設行事に入りたいと思います。社会教育施設行

事の説明をお願いします。米満課長お願いします。 

緊急事態宣言の期間が６月２０日まで延長されたことに伴いまして、

６月分の行事は中止または延期となっております。６月９日は図書館

で行事があります。ブックスタートにつきましては、保健センターで

１３時から行われます。本に親しむきっかけ作りとして７ヶ月児を対

象に本を渡します。対象者は３０名となっております。以上です。 

説明ございましたが、それについてご質問等ございませんでしょう

か。衛藤教育委員、お願いします。 

延期の分は分かりますが、中止の分について、例えば、生涯学習セン

ターの「人間・中村哲さんから学んだこと」は中止と書いてあります

が、延期ではなくて、これに代わる講座はないということですか。 
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米満生涯学習

課長 

片平教育長

森学校指導課

長

片平教育長

衛藤教育委員

講師の日程が取れなかったということで、中止という形で延期はござ

いません。 

それでは、続きまして、２点目の中間市いじめ防止基本方針の改定に

ついてです。森課長説明をお願いいたします。 

本市では、平成２５年に施行された「いじめ防止対策推進法」に基づ

いて、平成２７年に「中間市いじめ防止基本方針」を策定いたしまし

た。各学校においても、学校ごとにいじめ防止基本方針を策定し、い

じめ防止のための取組を推進してきております。その後、いじめ防止

対策推進法の一部改定、福岡県のいじめ防止基本方針の改定などが行

われました。それらを踏まえ、また改めて各学校の取組を集約しつつ、

この間のいじめ防止のための成果と課題を踏まえて、本市のいじめ防

止基本方針を見直し、改定を行いましたのでご報告いたします。 

内容の概略をご説明します。全体を４つの章で構成しております。１

章では、いじめの定義や方針、基本理念等を示しております。２章で

は、市の施策、３章では、学校の施策を示し、４章では、起こっては

なりませんが、重大事態への対応をまとめております。基本的には、

これまでに各学校、本市で取り組んできました内容から大きくは変わ

るものではございません。これまで学校で取り組んできたいじめ防止

の取組をしっかりと継承し、また改善していくものとして、本基本方

針に基づいたいじめ防止の取り組みを徹底し、子供たちが安心して過

ごせる学校作りを推進していきたいと考えております。よろしくお願

いいたします。 

ただいま、中間市いじめ防止基本方針についての改訂版ということ

で、今回改定したということでございますが、それについて、ご質問、

ご意見等はございませんでしょうか。 

衛藤教育委員お願いします。 

前回の分と比べて非常に丁寧に、内容についても整理されて書いてい

るので、学校は非常に助かると思っています。ただ、前回の分は教育

委員会の基本方針をひな型にして、学校の基本方針を作るというパタ

ーンになっていましたが、今回はそういうパターンになっていないよ

うです。この中から抜粋して学校が基本方針を作らなければならない

ということで、出来ればひな型のようなものを学校に提示していただ
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片平教育長

森学校指導課

長

ければ、学校は助かるのではないかと思います。 

５月を「いじめ防止啓発月間」とすると書かれておりますので、毎年

５月をいじめ防止を中心に何か印象付ける取組をされるのだろうと

思いますが、現時点でどのようなことを考えているのか教えてくださ

い。 

まず、学校に対するひな型というのは、前回初めて国が防止法を作り

ました。市教委はいじめ基本方針というものについての作成は努力義

務で、学校については必ず作成しなくてはならないものです。そこで、

学校がゼロから作るのは非常に難しいだろうということで、中間市が

国・県の基本方針を基にひな形を作成して、それを元に学校が作成し

やすいようにしました。ただ今回は、その基本方針に息を吹き込むと

いうか、命を吹き込むことが大事だと考え、学校が国のいじめ防止対

策推進法や国・県・市の基本方針等をしっかり読み込んで、学校は何

ができるのか、子供たちがどういじめに対して向きあっていくのか、

またより安全な学校に安心して来られるようにしなくてはならない

というところで、前回作った分をしっかり見直しながら作っていこう

ということで、ひな型という形ではなく、そういった意気込みを持っ

て私としては作成していただきたいです。 

本当に、この基本方針等については、作って終わりという考え方があ

ってはいけません。作って終わりではなく、作ってそれをどう学校の

教育活動に生かすかというところが非常に大事なことだと思います。

だから、文言が云々というよりも、どう子供たちに生かされて一人一

人が大事にされる学校づくりができているのかという視点で、作って

いただきたいと私自身感じています。 

いじめ防止啓発月間についてですが、まず、各学校において、道徳科

または特別活動等の時間を活用しまして、いじめを取り扱った授業を

実施してもらいたいと考えております。また、学校通信または学級通

信等でもいじめに対する取組を保護者へも発信していただいて、学校

の取組を家庭に知らせていただきたいと思っています。それからその

月間につきまして広報担当と協議しながら、市全体にも地域にもその

取組を広めていきたいと考えております。本年度は、５月がもう過ぎ

てしまいましたので、今年度に限りまして、夏休みが明けた９月に実

施して、啓発等々を行っていきたいと思っております。 
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衛藤教育委員

森学校指導課

長

衛藤教育委員

片平教育長

警察に相談するというのが項目の中にあります。いじめの加害児童生

徒に対する対応ということで、警察に通報、あるいは相談するという

項目を挙げられているのですが、内容によってはやむを得ず警察等に

通報をするというのはあると思います。いわゆる判断の仕方が、学校

が判断する場合と加害者生徒の保護者が判断する場合と違いが出て

きて、親から見たらなぜ警察まで通報しないといけないのかという、

加害者の意見が出てくると思います。学校としては通報すべきと思っ

ても、いじめでわざわざ警察に通報するのですかと、加害者生徒の保

護者等で、もしかしたらそのような意見が出るかもしれないと思いま

すが、それについてはどのようにお考えでしょうか。 

まずは、警察に通報することが前提ではありません。本指針の中で大

きな改定のポイントとなるのが、関係機関等との連携というところで

す。弁護士また警察等、学校では処理できない部分がありますので、

まずはいわゆる通報が必要な案件なのかどうか相談して、協力を仰ぐ

ところも必要と考えています。その上で、どうしても警察に通報が必

要であるという判断に至った場合には、当然、加害者本人及び保護者

に対しては、出来る限り丁寧な説明を行い、十分な理解を得る中で行

っていきます。 

それから情報を適切に管理し、不用意にこれが広がることで、２次的

な加害者側の被害が生まれないように配慮することも重要なことと

考えています。 

さらに警察案件となりました場合には、加害者本人に対してもスクー

ルカウンセラーによるカウンセリング等を行いながら、しっかりと精

神面でのケアをしていくというところも忘れてはならないと考えて

おります。 

私も学校現場にいたときに、加害者生徒の保護者は、自分の子ばかり

が悪いのではないと、相手も悪いのにという発想が出てきます。なぜ

自分の子だけ警察にということになり兼ねないので、その対応で学校

の取組がスムーズに進まないという状況になれば、学校も大変だろう

と思います。その辺りの配慮と保護者に対する説明というのが非常に

大事な部分だと思います。 

いじめについては、いじめた方が悪いのです。いじめられる方には何

ら責任はありません。これは大前提です。そして国・県の方針等を見
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衛藤教育委員

片平教育長

河本教育委員

たら、今森課長が言ったように、警察に連絡をしなさいとなっていま

す。いじめ事案があった場合には、警察に連絡・相談してくださいと

いう文言があるのです。これはなぜかと言うと、それだけいじめとい

うのは大変なことなのですよ、命まで奪うようなものなのですよ、そ

こを意識してくださいということで、わざわざ国にも書いてあります

し県にも書いてあります。やはり中間市もこのような形で書いて、あ

る意味では躊躇しないで相談をしなさい、学校だけで事を終わらせ

て、もっともっと見えないところでいじめが発展してしまうといった

ことにならないように、様々な力を使っていじめをなくしましょうと

いった意識をみんなで持ちましょう、子供達、保護者にそれは理解し

てもらいましょうという形で出ていると思っています。 

児童生徒に対しては、加害者生徒に自分がいつなるかも分からない、

あるいは被害者生徒にいつなるか分からないということで、そのため

の人権に対する考え方をきちんと指導されていますから、子供は分か

ると思います。ところが親は、そのような意識改革が残念ながらでき

ていないのではないでしょうか。自分の子ばかりが攻められなくても

良いのでは、という親がいるのではないでしょうか。意識改革のでき

ている方もいれば、そうではない方もいます。子供が帰って親に伝え

る時に、相手の不利なところは伝えるけれども、自分の不利なところ

は残念ながら伝えない時があると思います。自分の不利なところを親

に伝えないことで、親はそれを丸呑みしてしまいます。子供の言い分

では、自分の子は悪いことはありませんというようになってしまいま

す。そこで、保護者と学校の考え方のずれが生じてくることがありま

すので、そこが難しいだろうと思います。 

そういったところを踏まえて、教育のプロとして、教師として、そこ

はしっかり指導することが、第２のいじめを生まないということに 

がります。 

他によろしいでしょうか。河本教育委員お願いします。 

旭川で最近、明らかに誰もが聞いても、いじめと分かるものを学校側

がいじめではなかったということがネットで騒がれています。けれど

も、そういった中で中間市がこれだけいじめに深く取り組むというこ

とは、とても素晴らしいことだと思います。市全体でこのいじめに取

り組んでいきたいということを感じているのですが、「学校と家庭、
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片平教育長

地域ぐるみで対応する体制の構築」と書かれています。これもとても

素晴らしいことだと思いますが、ただ１つ心配なのは、いじめられて

いる子の親は、意外といじめられているということを隠したがるので

はないでしょうか。私はそこのところを親がもう少ししっかりと、恥

ずかしいという気持ちを親が持ってしまうと、それは子供に伝わって

しまい、子供が本当に立ち直れなくなりますので、そのような気持ち

は取り払ってほしいのですが、これを知った時にいじめられた親が協

力してくれるのか、どのようなやり方をされるのか心配になったの

で、その辺をお聞かせください。 

それと学校側にいじめがあるのは当たり前のことで、いじめが多い少

ないということでは評価しないということを書いていましたけれど、

それもとても大切なことだと思います。それで評価されることによっ

て、学校側はどうしても教育委員会などに隠してしまう体質ができや

すい、いまだにいじめをいじめと認めていないところがあるというの

が、とても不思議な気がします。そのようなことに がっていきます

ので、徹底していただきたいと思います。 

それから、もう１つは、学校いじめ防止基本方針策定への考え方の中

に、「児童生徒とともに、学校全体でいじめの防止等に取り組む観点

から、学校基本方針の策定に際し、児童生徒の意見を取り入れる等、

児童生徒の主体的かつ積極的な参加が確保できるよう、留意する」と

あります。これはとても良い事だと思います。やはりいじめというの

は、子供たち同士で話し合わせて解決することが大切だと思います。

なかなかそれが難しいとは思いますが、過去にこういう事例があった

のでしょうか。この辺も子供たちにそのような教育を普段からしてい

ってほしいと思いました。 

１点目の地域ぐるみでということでございますが、やはり地域の目で

子供たちの様子を見て、おかしいなと思ったら学校に連絡してほしい

とか、民生委員さんをはじめ、そういった方々と連携をして、学校の

中で起こるいじめは教員が見つけやすいのですが、地域で起こるいじ

めとか、いじめというよりも悪ふざけなのかいじめなのか分からない

が、でも何かいじめみたいだ、そのようなことでも学校に連絡してい

ただいたら、もっとその子供の状況が分かって早めに指導ができるの

ではないかということで、ここに書かせていただいております。 

また、２点目のいじめの数が多かった学校は評価が落ちるのではない

かということですが、いじめ件数といじめの認知件数を取り違えてい
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河本教育委員

ます。あれはあくまでもいじめの認知件数、認知した件数です。要す

るにここにあるいじめというのは、昔のいじめと違って少し人間関係

がこじれたというところもいじめでカウントしています。そういった

ところまで、いじめとして認知しました、要するに発見しました、見

つけましたと、アンケートなり、観察なり、子供たちの情報なり、そ

ういったことで認知するというのはすごいことです。先生たちは子供

たちを良く観ています。そのような件数を挙げるということは、この

学校はいじめが多い学校ではなくて、いじめに至るまでの認知、要す

るにもっと厳しいいじめにつながる前からしっかり観て把握して、そ

れをいじめととらえて、指導していますという件数です。その件数が

多かったから、教育委員会から怒られるのではないかとか、悪く評価

されるのではないかとか思っている学校が多いようです。いじめの認

知件数が多ければ多いほど、それはしっかり認知して指導した件数だ

ということで、そういった評価を良い評価をするということで、随分

学校にも指導しています。いじめ件数と言って、この学校はいじめが

多いと言われてしまいますけど、そうではないですよということを皆

さんに学校にお知らせする、または地域の方にもお知らせするという

ことは大事なことではないかと思います。 

それから最後の子供同士でというのは、これは学級活動なので、私が

教員をしているとき、そういった居づらい教室になっているのではな

いかなと問題提起している子供とか、帰りの会やの学活などで、この

子の様子が少しおかしいというところを子供の口から言って、そして

様々なことを子供同士で考えさせる、その子の気持ちになってとか、

または１つの例で言うと、ロールレタリングという手法を使ったり、

また構成的グループエンカウンターという手法を活用したりして、子

供たちに相手の気持ちになって考えること、体験させることを通して

いじめをなくす、いじめを生まない相手を大切にする、そのような教

育を進めています。 

いじめに群集心理みたいなのが加わると本当にひどくなっていきま

す。だから、１人でもいじめられているその子に対して、話しかけて

あげる子がいると、随分変わっていきます。いじめている側の群集心

理も崩れてくるので、いじめられている子に対して、話しかける勇気

を持ってもらうような教育もしていただきたいです。 

また、教職員の言動が、児童生徒を傷つけたり、他の児童生徒による

いじめを助長したりすることのないよう、指導に際しては細心の注意
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片平教育長

河本教育委員

片平教育長

衛藤教育委員

片平教育長

を払うとありますが、これもとても大切なことです。私はずっと子供

たちを観てきて、いじめが起こる学級もいっぱい見てきましたが、担

任がどのように扱うかによって、収束するかしないか、本当にその差

は大きいです。だから先生たちに対する教育と言いますか、担任に対

してそのような教育を徹底していただきたいと思います。 

子供の失敗を先生が笑ったり、からかったり、学校でもたまにありま

す。それを周りの子供たちが、それで良いと思ってしまう。大人のレ

ベルではそれはいけないことだと分かりますが、子供たちは分からな

いことがあります。 

いじめる子は、強いと思います。先生もその子を恐れて、先生もその

子にへつらうというか、変に立てるというか、そういうことが起きる

と本当にいじめが酷くなっていくので、先生方がその辺を、気を付け

て見守っていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

森課長、学校への指導をよろしくお願いします。 

他によろしいでしょうか。衛藤教育委員お願いします。 

この中で大事なことが抜けていると私が個人的に思っているのは、い

じめられた子供の事後の追跡調査、いじめられた子供は完全に立ち直

っているのか、まだいじめを抱えながらトラウマが進んでいないの

か、あるいはトラウマが進んでいないけど、学校が面白くないと感じ

ていないのか、様々な子供の気持ちの変化が残っていると思います。

その追跡がこの中で抜けているので、例えば、トラウマになっている

子供がいれば、その子のトラウマをどう治してあげるのか、検証作業

がいると思います。私は追跡調査と検証を入れるべきだと思います。

今回改めて学校で作られるのであれば、そのことは大事にしてほしい

ので、校長会議等があった時に、ご説明をしていただければありがた

いと思います。 

そのとおりです。文科省の生徒指導調査で、いじめの発生、認知件数、

いじめがあった場合のその後解消しましたかというのがあります。そ

の解消は何をもって解消とするのか、そこをしっかりこの中に入れな

いといけないのではないかと思います。そこら辺をしっかり何ヶ月間

経過を観て、そして言われたとおり検証して、やはりここで初めてい
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衛藤教育委員

片平教育長

太田教育委員

じめの解消となります。学校にすぐに来られるようになったからと

か、学校にいじめの現状が見えなくなったからとか、それは解消とは

言いません。それを解消というから、ごまかしたらごまかせると思っ

てしまいます。しっかりそういう何ヶ月か、そして文科省から出てい

る解消は、こういう状態になった時に解消ですということをしっかり

と中間市のいじめ防止基本方針にも入れて、検証しながら解消という

ことをはっきりさせることが大事です。 

学校の教育指導計画を見たら、現象が見えなくなったまでの取組は書

いてあります。見えなくなった後が大事ですが、そのことが抜けてい

ます。そのことを今後入れるようにお願いできたらと思います。 

ありがとうございます。他によろしいでしょうか。 

太田教育委員お願いします。 

良い教育は良い学級から生まれると思います。いじめは絶対的に悪い

ので、各学級でいじめを早期に発見していく、担任の先生の負担はす

ごく大きいと思いますが、いじめを発見したときにその度合いによっ

ては、その担任の先生１人で抱えるのではなくて、学年であったり、

学校であったり、先生自身が１人で抱え込まずに、チームで解決して

もらえると良いというのがまず１つあります。それと、子供達や保護

者にもいじめが悪いということを日ごろから認識してもらっておく

必要があると思います。例えば学校で起こっているいじめについて、

加害者側、被害者側のどちらの保護者も気付いていないこともあった

りすると思います。その際には、学校の先生が、保護者へ事前に情報

を提供する、家庭とも連携を取りながら先生と保護者と子供という三

位一体となって常に教育を行っていき、いじめ対策をしていただける

と良いのではないかと思います。自浄作用と言いますか、学級の中で

何かいじめが起こっているときに非常に勇気がいることですが、それ

を先生にそっと言える子供の勇気、そういうのを歓迎するというのを

常に伝えておいて、伝えてきてくれた子どもを守る、絶対にその子が

逆にいじめられたりしないように守ってあげるという強さも教員に

必要だと思います。そういう自浄作用が働くような学級作りを日ごろ

からしていっていただけると良いと思います。良い教育は良い学級か

らということで、学級の雰囲気が良ければ、学校も良くなるし、中間

市全体の教育は今とても良いですが、さらに良くなると思います。い
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片平教育長

佐野教育委員

じめをする側は、やはり絶対に悪いです。しかし、いじめる側にも様々

な家庭環境で問題行動を起こしてしまう背景があることが多々ある

と思います。良く耳を傾けて、問題行動を起こした子をただ叱るだけ

ではなくて、同じ行動を繰り返さないような、そういう配慮があると、

いじめた側も反省してより良くなるのではないかと思います。 

学級の集団づくりは非常に大事なことです。それこそ、一人一人が大

切にされる学級づくりとか、子供たちの心を耕す学級づくりがありま

す。その辺がしっかりできていなければ、いじめが発生すると思いま

す。いじめを発生させないようにと防止しようと思ったら、まず学級

集団づくり、これは仲間づくりで、これが非常に大事です。そして心

を育てるというところ、今は往々にして学力を学力をという方に向い

ているところもあります。でもやはり学力を上げるのも、心を育てな

いと上がらないですし、学級をしっかり作って自浄作用というか、お

互いに励まし合って、勉強やスポーツを頑張っていこうという集団を

作らないと何もできないですし、学校の良さがなくなります。学校と

いうのは、そういった集団の中で、人間関係で嫌なこともありますが、

それをどう乗り越えていくか、辛いこともありますが、それを様々な

力を借りながら乗り越えていく、それが学校・集団の良さですが、今

思うのはコロナで、ウェブで授業があっているのでそれでは育たな

い、学級に一人一人の集団があって初めて心が育っていくと思いま

す。ただ単に勉強を教えておけば良いというのが学校ではありませ

ん。やはり集団で一人一人が大事にされて、集団の中でどう生きてい

くか、それが大事だと思います。 

佐野教育委員よろしいでしょうか。 

今、西日本新聞に毎週日曜日に載っている記事があります。いわゆる

障がい者と一緒の教育、いわゆる性差だけではなく、その人の個性を

理解して、そして助け合って、一緒に学んでいくクラスの記事があり

ました。先日、東小学校の入学式に行った時に、校長先生が特別支援

学級の新１年生もいるとおっしゃっていました。新１年生が集団生活

の中で、様々な子供がいるということを子供たちも認識して助け合え

るチャンスと捉えていただいて、様々な個性を大事にする教育を、そ

れぞれの学校で、学校の特色を持ってしていただけたらと思っており

ます。 
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片平教育長

衛藤教育委員

片平教育長

北原教育施設

課長

片平教育長

船津教育部長

片平教育長

ありがとうございます。他によろしいでしょうか。 

いじめに対して、教育委員会もしっかり考えて子供たちが本当にここ

は楽しい、友達がいて良かったというような学校づくりをしていきた

いと思っていますので、様々なご意見をいただいて本当にありがとう

ございます。 

学級づくりで、先生たちにお願いしていただきたいことは、自分にと

って良きライバルを作って欲しい、そういう学級を育てて欲しいとい

うことです。良きライバルとは、学力にとっても、助け合うことにと

っても、そういう関係を作って欲しいということをおっしゃっていた

だければと思います。この子とこの子は良きライバルがいるけど、学

級の中にライバルの見えない子供が現実にいると思います。 

ありがとうございます。それでは、次のその他ですが、ございません

でしょうか。北原課長お願いします。 

それでは、教育施設課から第３回中間市学校施設再編基本計画策定委

員会の開催日時等について、ご報告させていただきます。 

第３回会議を、６月２８日月曜日の午後４時１５分から、市役所別館

３階特別会議室にて開催する予定としております。 

当該会議の内容につきましては、次回７月定例教育委員会において、

ご報告させていただきます。以上でございます。 

よろしいでしょうか。船津部長お願いします。 

報告事項でございます。５月２０・２１日の両日におきまして、６月

の定例市議会が開催されております。この中で、教育委員会に関する

ことで、学校のデジタルトランスフォーメーションを進める意見書の

採択をしたいということで提案がありました。一部反対はございまし

たが採択をされまして、国・政府に提言をされるということになりま

した。 

それから６月１３日、市長・市議会議員選挙が行われます。中間市内

の６小学校全ての体育館を投票場としてお借りします。以上でござい

ます。 

他によろしいでしょうか。米満課長お願いします。 
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米満生涯学習

課長

片平教育長

松永学校教育

課長

片平教育長

教育委員

片平教育長

松永学校教育

課長

緊急事態宣言に伴い、５月１２日県内全域において、聖火リレーは公

道での実施に変えて、セレブレーション会場で無観客の点火セレモニ

ーを行いました。中間市のランナーにつきましては、関門海峡ミュー

ジアムイベント広場でトーチに灯して、聖火をつないでいっておりま

す。以上です。 

それでは、協議事項に入ります。 

７月定例教育委員会の日程について松永課長お願いします。 

７月定例教育委員会の日程につきましては、７月６日火曜日午前１０

時を予定いたしております。ご協議お願いします。 

７月６日火曜日の午前１０時でございますが、よろしいでしょうか。

≪了承≫ 

よろしくお願いいたします。 

その他、何かございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

それでは、議決事項に入ります。 

第２４号議案 中間市教育委員会点検評価委員会委員の委嘱につい

て松永課長説明をお願いします。 

中間市教育委員会点検評価委員会委員の委嘱について、提案理由を申

し上げます。点検評価委員会とは、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第２６条の規定に基づき毎年教育行政事務の管理及び執行

の状況について点検と評価を行い、議会に報告書を提出することとさ

れているものでございます。現在２名の方に委員の委嘱をいたしてい

るところでありますが、この度３月３１日に１名が任期満了となりま

したので、次の任命期間につきまして委員を提案するものでございま

す。この度、委員に委嘱したい方は、樋口 稔様でございます。樋口

様は、令和２年度まで点検評価委員会委員として委嘱されておられた

方であり、引き続き本市教育委員会の点検評価委員としてふさわしい

方と思われます。任期につきましては、令和５年３月３１日までとす

るものであります。このことにつきまして、地方教育行政の組織及び

運営に関する法律第２６条第２項及び中間市教育委員会事務委任規
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片平教育長

教育委員

片平教育長

森学校指導課

長

片平教育長

衛藤教育委員

則第２条第６号の規定により委員会の議決を求めるものでございま

す。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

再任ということですが、よろしいでしょうか。 

≪了承≫ 

それでは、第２５号議案 中間市学校運営協議会委員の任命について

森課長説明をお願いします。 

中間市学校運営協議会委員の任命について、地方教育行政の組織及び

運営に関する法律第４７条の５第２項及び中間市学校運営協議会の

設置及び運営に関する規則第８条の規定により、委員会の議決を求め

るものでございます。中間市学校運営協議会委員については、各小学

校５名を上限に保護者や地域住民等の内から教育委員会が任命する

となっております。この度、各小学校から５名を上限として委員が選

出されましたので、その任命について議決いただきたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

中間市学校運営協議会委員の任命について、よろしいでしょうか。 

衛藤教育委員お願いします。 

４月の定例教育委員会の中で出されたものが具体的に名前を挙げら

れて、今回提案されています。中間市学校運営協議会は、「５名の中

で会長又は副会長を置く」というのがありました。今選ばれた５名の

中で会長又は副会長を決めますが、学校側の校長先生が会長になられ

る場合が多いのだろうと思います。そうすると、校長先生が会長にな

られたら、「会長がこの会議を招集する」と書かれていますので、校

長先生が招集するので、招集するための事務をする事務局のようなも

のがいるだろうと思います。委員の中のどなたかが、事務局を引き受

けるというのが、この会議の筋だと思いますので、学校の中で教頭先

生と校長先生が一緒に入られているところは、教頭先生が事務局を担

うということで良いと思いますが、校長先生のみのところがあるの

で、そうすると事務局を委員に入ってない人に任せるわけにはいかな

いので、その辺りはどのように考えられているのかお尋ねします。 

これは要望ですが、委員に保護者や学校関係者等の８の立場の人がお
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片平教育長

森学校指導課

長

衛藤教育委員

られます。それぞれがどういう立場の人かということを、この名簿に

記載していただければ分かりますので、今後は記載していただけたら

と思います。 

森課長お願いします。 

１点目の会長、副会長の選出に伴う事務局としての教頭の位置付けで

ございます。この学校運営協議会の組織について、先進地域がござい

ますので、本市では情報収集をしてまいりました。組織の趣旨等も踏

まえると、校長ではなく学校外の方が会長としてより適任ではないか

というところで、多くの地域では、そのような選出がされています。

校長は副会長という位置付けが多いようですので、本市においてもそ

の方向で、学校とも話をしていきたいと思っております。会長には、

地域または外部の方をお願いしたいと思っております。そして教頭の

位置付けについてですが、５名の中で例えば２名、校長、教頭が学校

から出るとなりますと、地域、外部の方が３名ということになります。

外部の様々な声を学校運営に反映させていくという観点から申しま

すと、どうなのかという部分もございます。教頭は校長の補佐をする

という学校内での位置付けがありますので、事務局として動くという

ことになると考えております。そして組織の趣旨として、地域の声を

学校の中に良い方向で位置付けていくという観点からも、教頭を委員

という立場ではなく、事務局として位置付けていくことを検討してい

きたいと考えております。まずはスタートさせるというところで、教

頭の位置付けもまちまちになっていますが、その辺も学校と協議しな

がら、それぞれの組織と協議しながら、より良い方向を確定させてい

きたいと考えております。 

それから、各委員さんの属性についての標記ですが、今後そのように

改めてまいりたいと思います。以上です。 

新しくこのような会議を今年からスタートされますが、例えば学校で

どういう事項や学校行事等についてこの会議が開かれるのか、具体的

に分かりましたら教えてください。 

また、この会議を持つためには、前回出されました、運営委員会の要

綱第１５条に委員については必要な研修を行うとありますので、どの

ような研修を考えられているのか、分かりましたら教えてください。
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片平教育長

森学校指導課

長

衛藤教育委員

森学校指導課

長

衛藤教育委員

片平教育長

ただいま２点質問がございましたが、森課長お願いします。 

内容でございますが、学校運営に関しまして、地域、外部からの声を

学校運営に反映させていくというところで、校長の学校経営方針がそ

れに対する取組について意見を申し述べる、その結果、学校の経営と

してそれを生かしていくというところが１つございます。また、その

取組に対する点検評価を一緒に行っていく部分もあります。 

それから、各地域と学校が共同して行う事業・活動等がありますので、

分かりやすいところで言えば、バザーであるとか、学校のお祭りであ

るとか、今はコロナ禍で難しいですが、そのような各事業についての

実行委員的な動きも想定をされています。 

研修については、現在コロナ禍ということで、集合研修は難しい状況

ですので、まずは校長、教頭にこの組織についての理解を深めるため

の研修を行いたいと思っております。これについては、校長会議、教

頭会議の時間を活用しまして、しっかりと共通理解を図っていきたい

と思っております。併せて感染状況等を見極める必要はございます

が、学校外部の各委員に対しても、この制度についての理解を深める

研修や、学校に入る場面も多くなると思われますので、その際の心構

えや人権面の配慮等についての研修などを行いたいと思います。 

基本的には、文科省が言っているチーム学校というスタイルを整えて

いくということでしょうか。 

はい。方向としてはそのように考えています。 

分かりました。 

私が考えているのは、これは非常に良い取組だと思いますし、まず学

校教育活動のプレゼンテーションを校長にしていただきたいです。こ

のような学校を作りたい、こういう教育方針で行きたいというところ

を分かりやすくプレゼンテーションをして、そしてその委員からま

た、周りに流していただくと、そういったところからスタートしてい

くのが大事だと思っています。 

学校教育活動のプレゼンテーションをする中で、様々な意見をいただ
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衛藤教育委員

片平教育長

衛藤教育委員

片平教育長

教育委員

片平教育長

いて、どんどん発展させていく活動を担っていただいたら素晴らしい

し、素敵な学校ができると思います。 

私が思っているのは、今まで学校のことについては学校に任せるとい

う形で保護者が一定の距離を保っていました。しかし、そうではなく、

これからは共に学校を作っていきましょうというスタイルに組み替

えると、そのために学校がこういう活動をしますということを前もっ

て説明して、保護者はそれで良いですかと、保護者の意見を取り入れ

ながら、学校を変えていくと、あるいは学校が地域のものとしてなっ

ていくという形のものだろうと思っています。それで、親も一緒に教

育に参画してくださいという立場をとられるものと思っています。 

そういったところもあります。よく言われるのは、地域も学校をお手

伝いしたいと、学校に入って何かお手伝いしたい、でも、何をして良

いか分からない、何をお手伝いできるか分からない、だから学校運営

協議会を立ち上げて、このような活動をしている、その時にこのよう

な手が足りない、このようなことで困っているとか、そうしたら手伝

いましょうと、ここに良い人材がいますとか、この人に私から声をか

けてみましょうかとか、そういったことを、地域ができる参画ではな

いかと思います。そういったところを目指してできれば良いかと思っ

ております。 

今、学校改革をしようと思ってボランティアを導入されていますし、

地域の人の持っている様々な力を借りながら学校が動いていますか

ら、それをプラス思考にしていくということが大事なことだろうと思

います。どのように進むか分かりませんが、私は地域と一緒に学校を

創っていこうという新しいスタイルの学校ができるということを大

変楽しみにしています。 

それでは第２５号議案の中間市学校運営協議会委員は、このメンバー

ということでよろしいでしょうか。 

≪了承≫ 

他に何かございますでしょうか。 

それでは、令和３年６月定例教育委員会をこれで終わります。 




